Variation of associated words from a stimulus word <die> by time span by 上薗 恒太郎
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図 1
図14)は､上段が 10秒あたりに換算した反応語総数の時間経過による変化である｡最
初の 10秒は 1人あたりに換算すると2.54語 (総数で314.7語)の反応語数であったも
のが､最後の 10秒では 1.40語 (総数で 173.1語)に減少している｡語種数で見ると､
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図4
図4の動きを見る｡｢こわい｣は (死ぬ)から時間的に早い段階で､30秒ほどの間で思
い起こされ (初語で人数比 23.4%､30秒で44.4%)､その後の増加割合は小さい (5分後
に58.1%)｡｢葬式｣は最初あまり思い起こされないが (初語で 3.2%)､ 1分 30秒や2分
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原因に関する語の人数比出現率時間変化 p
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ことができる｡この仮説は､■カテゴリ 《feeling》が有意に減少し (p(.01),儀式 (カテゴリ





カテゴリ名 最初の反応語 (図8) 5分後の反応語 .(図9)
反応語数 % 反応語数 %
affair 25 20.2 1.022 19.7
feeling 42 33.9 872 16.8
Cause 9 7.3 833 .16.0
other 13 10.5 610 11.7
Ceremony 6 4.8 597ー 11.5
explanation ･22 17.7 514- 9.9
otherwdrld 6 4.8 .390 7.5




































カテゴリ名 反応治虫 同 %
afEHr 1022 19.7
feelrnR 872 168
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6)連想時間 30秒でおこなった連想調査では､質問紙による記述よりも感情表現が出や
すい傾向にあることは既に論じた (上薗恒太郎､｢死｣について回答した言葉と連想語､
長崎大学教育学部教育科学研究報告第 52号､1997､20貢)｡この比較では (友だち)
でも感情表現が 19%から29%ある｡(死)からの連想では小学校4年生から中学校 3
年生まで総反応語数の20%から31%の範囲で感情表現が反応語としてあらわれる｡
7)上薗恒太郎､死に関する子どもの意識の日米比較 ･序説- 長崎での調査とクーハ-
の調査- ､長崎大学教育学部教育科学研究報告第45号､1993年､pp.27-39
